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１．はじめに
１．１　研究の背景と目的
　日本の大学英語教育に於いて、英語や国際関
係を専攻としない学部・学科では、英語ライティ
ングを学ぶ機会はそれほど多くない。それは、1, 
2 年次の必須英語のカリキュラムでは、英語の
基礎的学力を育成するためのリスニングやリー
ディングの様な受動的スキルの学習に重点が置
かれていることが一つの要因と考えられる。話
す・書く、といった能動的英語スキルも学習対
象であるが、「英語コミュニケーションとは英
語会話のことだ」という連想が根強いためか、
スピーキングや口頭プレゼンテーションの授業
の方が学生には人気があり、英語ライティング

を積極的に学びたいという傾向は低いように見
られる。しかし、実際には、期末試験の代わり
に、英語の読書感想文や小ライティングを課す
英語授業は多くあり、特にパンデミックの始
まった 2020 年以降、オンライン授業において、
試験に代わる評価方法としての英語ライティン
グ課題は増加した。一因として、対面授業時に
は、教員の監督下で円滑に実施されていた試験
という方式が、遠隔授業になると、以前と同じ
信頼性を保持することが難しくなったことがあ
る。例えば、受験中に辞書、教科書、ノート、ウェ
ブサイト等の閲覧をさせないことは対面授業環
境下では十分に可能であったが、遠隔授業では、
そうした管理が難しくなったため、ライティン
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グ課題が増加したのではないだろうか。そうし
た背景も考慮すると、大学レベルの英語ライ
ティングを教えることは、必要であり、教育的
意義も高いと言える。特に、学生の興味を喚起
してライティングを積極的に学んでもらうため
には、彼らの専攻分野に合致したライティング
の内容や指導を提供することが必要なのではな
いかと考え、本著者は、メディア情報学関連の
勉強をする学生の授業にクリエイティブ（創作
的）ライティングを取り入れた。
　本研究の目的は、2021 年春学期に開講した
上級英語科目において実施した英語によるクリ
エイティブライティングの指導の試みを報告
し、学部や専攻に適した英語ライティング授業
の可能性を探ることである。初めに、当該授業
の概要と授業内でおこなったクリエイティブ・
ライティングの概要を述べる。

１．２　授業の概要
　当該科目は、デジタルによるストーリーテリ
ングの経験という大枠の学習目的の傘下にある
2 年生以上を対象とする選択必須科目であり、
クラスは ZOOM と LMS を組み合わせた遠隔
システムによって行われた。受講生は、まず語
彙や文法も含めた基礎的なアカデミックライ
ティングの書き方を学習した。そこには、リス
トアップ、時間系列、比較対象などのパラグラ
フの書き方が含まれた。そうしたパラグラフを
組み合わせて、説得型、因果関係、問題解決型
などの様々なエッセー（短い小論文）を作成す
るスキルも身に付けた。また、毎回の確認小テ
ストに加え、授業内外の双方コミュニケーショ
ン・アクティビティとして、オンライン掲示板
を利用して文章作成の練習や互いの書いた物を
確認し合うことをおこなった。
　学期の終わりには、学期末試験に代わるレ
ポート相当の最終課題として、英語クリエイ
ティブ・ライティングが出題され、学生は 3 週
間かけて、3 段階の手順で創造的ライティング
を完成した。第1週目Creative Writing-1では、

学生は、教員によって LMS 上で示された 2 つ
の写真と音楽クリップからイメージを膨らませ
て、英語でオリジナルのストーリーを書くこと
を指示された。但し、話の中では主人公（main 
character） を一人登場させ、その人物が何ら
かの問題 （problem）に遭遇する設定にし、そ
うした状況を具体的に英語で説明することが求
められた。第 2 週目：Creative Writing-2 では、
前週に書いた自分のライティングを発展させる
ように指示された。2 週目ではイメージ写真は
提示されず、1 週目で設定した問題が何等かの
方法で解決されるという展開にするよう求めら
れた。最後の第 3 週目：Creative Writing-3 は
第 15 回目の授業日に当たった。学生は、見直
しや修正をおこなった上で、完成したストー
リーを ZOOM 授業で口頭発表し、教師や他の
学生からフィードバックを受けた。イメージを
伝えるためのパワーポイントの使用は許可され
た。ZOOM 発表が困難な学生は、FlipGrid1 に
よる発表動画の投稿を選択することも許可し
た。学生は、この日に得たフィードバックや自
らの気付きに基づいてライティングを再チェッ
クし、その後の提出日に最終ドラフトを L Ｍ
Ｓ上で提出した。

２．英語ライティングに関する先行研究
２．１　�英語学習と英語アカデミック・ライティ

ング
　Brown （2002）は、 心理言語学者レンネバー
グの言葉を引用して、「人間は、歩いたり話し
たりすることは、みな同じように自然に習得す
るが、書くことは、其々の文化によっても異な
り、泳ぐことと同じように、誰かに教えてもらっ
て初めてできるようになる 2」と語っている。
言い換えると、書くことを習得するには学習が
必要であると言える。ライティング教育の研究
は、様々な角度から行われてきた。研究の主な
テーマとしては、作文とライティング、過程と
成果物、言語・文化によって異なるライティン
グ、母語（first language or L1）と第二言語
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（second language or L2）によるライティング、
などを其々に比較しながら研究したものがみら
れる （Brown, 2002）。また、Authenticity （ど
れだけ本物に近いか、又は本物らしさなど）や、
ライティング指導における教師の役割なども研
究されている。
　学習者がライティングを好む傾向について、
過去の英語教育経験との関係において調べた研
究がある。松宮（2009）は、日本型早期英語
教育が中等学校英語教育に及ぼす影響について
高校 1 年生を対象に調査を行った。その調査に
よると、ライティングなどの表現活動への志向
は、コミュニケーション活動への志向と並んで、
早期英語教育の経験者の方が、経験していない
生徒達よりも高かったと報告されている。文法
や語彙の学習に主眼を置くといわれる中等教育
において、ライティングの内容や分量は未確認
であるが、センテンス・レベルでも英語で書く
ことへの興味が高まれば、英語習得の大きな一
助である。
　ライティングの学習には多くの要素が関係
し、学習者も色々な学習方略を使用する。例え
ば、Khongput （2020） は、非英語メジャーの
大学生の認知的、社会的、また学習意欲や動機
付けに関連する方略を、書く前、書いている時、
書いた後の振り返り、そして授業現場以外での
事象を含めて研究し、協力的なディスカッショ
ンなど、ある程度自由度のある環境ではライ
ティングの方略が上手く働くと報告している。
　ライティングは教えられるべきだという
Brown の言葉がある一方、大学生のすべてが
授業でライティングを学ぶチャンスがあるわけ
ではない。実際の現場では、どのようなサポー
トが可能なのであろうか。大学の図書館や、自
主学習支援のためのクリエイティブコモンズな
どでは、学生のためのアカデミックライティン
グの手引きのような冊子、プリント資料、ウェ
ブサイト等を用意していることが多い（例えば、
森と坂尻、2021）。しかし、こうした手引きの
殆どは、日本語でレポートや卒論を書くための

ガイドであり、英語ライティング用の教材では
ない。英語論文ライティングの指導書としては、
S w a l e s & F e a k （e . g . , 2 0 0 4） に よ る
"Academic Writing for Graduate Students" 
がよく知られている。当著書は、論文作成のガ
イドラインを、練習問題も含めてステップ・バ
イ・ステップで詳細に示しているが、英語第一
言語話者（ネイティブ・スピーカー）又はある
程度英語力を身に付けた英語第二言語話者（ノ
ン・ネイティブ・スピーカー）の大学院生を本
来の対象としている。しかし、適切な指導の下
で用いられれば、学部生の英語中級者のライ
ティング力向上にも役立ちそうである。

２．２　英語クリエイティブライティング
　英語の教授方法や第二言語習得の分野で、英
語ライティングに関する研究が多く見られる
中、英語クリエイティブ・ライティングに関す
る研究は少数である。Myers （1996） によると、
アメリカでは、1920 年代に Creative Writing 

（CW） という名称を使って 文章創作の教育が
始まり、1930 年代には既に創作作品による修
士学位の授与があった；またイギリスでは、
1970 年代からカリキュラムに CW が含まれる
ようになった（高橋、2018）。その後、CW に
関連した大学の学部、授業、学位やプログラム
などは、驚くほどの割合で増加していった 

（McVey, 2008）。McVey は、大学教育が CW
を他のライティングと分けていることについて
異議を唱えており、「すべてのライティングは、
クリエイティブである」と主張する。
　Gunther （2012）は、徳島大学イングリッ
シュ・サポート・ルームにおけるクリエイティ
ブ・ライティングの特別企画プログラムの実践
を報告する中で、初めはただ英語で書くことを
教える目的で始まった企画であったが、クリエ
イティブ・ライティングを通じて学生は、創作
力を高め、英語で書くことに自信を持つように
なり、読書量も増えた、と書いている。こうし
た良好な結果を踏まえ、ギュンターは、クリエ
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イティブ・ライティングが大学の正式科目にな
る事を望むと記している。彼のこの言葉が示唆
するように、ライティングを教える科目自体が、
他の英語スキルを目的とする科目に比べて少な
い中、クリエイティブ・ライティング専用の英
語科目は特に未発達のようだ。学生のライティ
ング志向について、McVey （2008） によると、
彼の（理系の）学生はクリエイティブ・ライティ
ングへの志向が低いとした上で、オンライン・
ディスカッション、E ポートフォリオ、ウェブ
サイトやメールの利用など ICT の機能を利用
することで、ライティングの助けになると語る。

３．研究方法
３．１　アンケート調査と分析方法
　本研究では、2021 年 7 月下旬に、オンライ
ンのLMSによるアンケート調査をおこなった。
質問紙は 7 個の設問から成り、そのうち 4 問（設
問１，設問４，設問５，設問６）は選択肢を選
ぶ質問、3 問（設問２、設問３、設問７）は自
由記述による質問である。下記は、これらの設
問内容と選択肢である：

「クリエイティブ・ライティングに関するアン
ケート」
設問１．この授業より前に、Creative Writing 

（創造的なライティング） 課題を書いたことは
ありますか？ （単一選択式）
　１．はい 
　２．いいえ

設問２．Creative Writing　について面白いと
思った点を教えてください。（自由記述）

設問３．Creative Writing　について難しい、
困ったと思った点を教えてください。（自由記
述）

設問４．Creative Writing　を書くために、授
業ハンドアウトで画像や音楽を提示しました

が、それらは、イマジネーションを呼び起こす
ヒントとして使用できましたか？（単一選択式）
　１． すべて使用して書いた　 
　２．音楽だけ使用して書いた　 
　３．写真だけすべて使用して書いた　 
　４．写真の中の一部だけ使用して書いた

設問５．同意や不賛同などを論じるタイプの
エッセーと比べて、このような創作的なライ
ティング課題をどう思いますか？（単一選択式）
　１．�論じるタイプのエッセーの方が書きやす

い　 
　２．創作的なエッセーの方が書きやすい

設問６．同意や不賛同などを論じるタイプの
エッセーと比べて、このような創作的なライ
ティング課題の方が英語力の習得につながるで
しょうか？（単一選択式）
　１．�論じるタイプのエッセーの方が英語力の

習得につながる　 
　２．�創作的なエッセーの方が英語力の習得に

つながる

設問７．上の 5，6 での回答の理由を、簡単に
述べてください。また、創作的なエッセーや、
英語ライティングに関して、何か意見があれば、
何でも書いてください。（自由記述）

　分析の際には、選択肢による質問の回答は単
純集計をおこない、記述回答は、KH-Corder
による共起ネットワークの結果を参考にしなが
ら、解釈学的な分析をおこなった。

３．２　被験者
　上記のアンケートを、情報英語科目を履修す
る 2 年生以上の大学生 30 人に実施した際、無
回答、および、一問のみの記入や自由記述にお
ける他科目との混同による誤記入を含む回答な
どを除いた結果、20 人の回答を有効とみなし
て分析の対象とした。アンケートは、学習管理
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システム LMS のアンケート機能を使用して、
オンラインで実施した。実施前に、学生には、
これらのアンケート結果は研究目的で分析を行
う予定であること、しかし個人名は一切採取さ
れず成績にも関係しないこと等を説明し、その
内容を記述したオンラインのコンセントフォー
ムを提示した。説明を理解して回答したことを
示すため、学生にはオンラインのフォーム上で
確認のチェックを記入してもらった。この 20
人は全員が了承している。

４．結果と考察
４．１　アンケートの選択式設問の結果
　 設 問 1「 こ の 授 業 よ り 前 に、Creative 
Writing （創造的なライティング） 課題を書い
たことはありますか？」という問いに対し、全
体の 4 分の一に当たる 5 人が「はい」全体の 4
分の 3 に当たる 15 人が「いいえ」と答えた（図
1 参照）。
　設問４「Creative Writing を書くために授
業ハンドアウトで画像や音楽を提示しました
が、それらは、イマジネーションを呼び起こす

ヒントとして使用できましたか？」と言う問い
に対しては、13人が「１.すべて使用して書いた」
を選択し、2 人が「3. 写真だけすべて使用して
書いた」を、5 人が「4. 写真の中の一部だけ使
用して書いた」を選んだ。「2. 音楽だけ使用し
て書いた」を選択した者はいなかった。（図２）　 
　設問５「同意や不賛同などを論じるタイプの
エッセーと比べて、このような創作的なライ
ティング課題をどう思いますか？」と言う問い
には、「1. 論じるタイプのエッセーの方が書き
やすい」を選んだ回答者は 8 人、「2. 創作的な
エッセーの方が書きやすい」を選んだのは 12

 

5

15

1. はい

2. いいえ

図 1．設問 1. の結果（人数） 
この授業より前に、Creative Writing（創造的なライティ
ング）課題を書いたことはありますか？ （単一選択式）

図 2. 設問 4 の結果（人数）
Creative Writing　を書くために、授業ハンドアウトで画像や音楽を提示しましたが、それらは、イマジネーションを
呼び起こすヒントとして使用できましたか？（単一選択式）
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0

2

5

0 2 4 6 8 10 12 14

1. すべて使用して書いた

2. 音楽だけ使用して書いた

3. 写真だけすべて使用して書いた

4. 写真の中の一部だけ使用して書いた
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人であった。（図３）
　設問６「同意や不賛同などを論じるタイプの
エッセーと比べて、このような創作的なライ
ティング課題の方が英語力の習得につながるで
しょうか？」と言う問いに対しては、「1.	論 じ
るタイプのエッセーの方が英語力の習得につな
がる」を選択したのは４人のみで、残りの 16
人は、「2. 創作的なエッセーの方が英語力の習
得につながる」を選択していた。（図４）

 ４．２　アンケートの自由記述式設問の結果
　設問２と設問３は、クリエイティブ・ライティ
ングの面白さ、あるいは難点を聞く自由記述式
の設問である。設問２、３共に、20 人中 19 人
が意見や感想をコメントしていた。

４．２．１　設問2.への自由記述回答
　「Creative Writing について面白いと思った

点を教えてください」という問いに対する自由
記述の内容は、表 1 に示したように、A 既習
知識の活用や新たな知識の学習、B 未経験の
新しさ、C 創作の楽しさ、D 個性（発表で他
の人の個性を知ることができた）、E その他　
という 5 つのカテゴリーに大別することが出来
る。2 つ以上のカテゴリーに当てはまるものも
あるため、表では、コメントが相当する主要な
分類を分類１に、その他にも適合する分類があ
る場合は分類 2 に記入した。
　A 既習知識の活用や新たな知識の学習のカ
テゴリーでは、「今まで習った英語を活用して
文を完成で来た」、「英語の文章構成を学べた」、
と言う記述があった。
　B 未経験の新しさを表すコメントは 4 件あ
り、「自分で考えたことを英語にすることは新
しい経験であった」、「英語での物語の作成は新
鮮だった」、「英語で長い文を書いた経験がすく

図 3 . 設問 5 の結果（人数）
同意や不賛同などを論じるタイプのエッセーと比べて、このような創作的なライティング課題をどう思いますか？（単
一選択式）

図 4 . 設問 6 の結果（人数）
同意や不賛同などを論じるタイプのエッセーと比べて、このような創作的なライティング課題の方が英語力の習得につ
ながると思いますか？（単一選択式）
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1. 論じるタイプのエッセーの方が書きやすい

2. 創作的なエッセーの方が書きやすい
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16
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1. 論じるタイプのエッセーの方が英語力の習

得につながる

2. 創作的なエッセーの方が英語力の習得に

つながる
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なかったので楽しかった」、などの記述があっ
た。他の人の発表で、自分では想像しなかった

切り口のものが多く、面白かったという発言も
あった。

表 1.　設問 2. への自由記述回答
Creative Writing について面白いと思った点を教えてください

おもしろいと思った点 分類１ 分類2
今までに習った英語を活用して完成することができたとこ
ろが面白いと思った。

A 既習知識の活用や新たな知識
の学習

　

英語の文章構成を学べた点 A 既習知識の活用や新たな知識
の学習

　

自分の考えた話を英語にするというのは私の中で新しいこ
とだったので、どのように面白いか、と考えると難しいの
ですが、単純に新しいことをするのが楽しかったです。

B 未経験の新しさ C 創作の楽しさ

英語での物語の作成は新鮮で面白かった B 未経験の新しさ 　
他の人の文を聞いていると、自分では想像しなかった切り
口のものが多くて、面白かった。

B 未経験の新しさ 　

英語で長い文章を書いた経験があまりなかったため、楽し
かった。

B 未経験の新しさ 　

自分で色々考えて書くのは面白いと思いました。 C 創作の楽しさ 　
ある程度のルールに従って書くことでイメージを文字に起
こすことが非常にスムーズになって面白いと思いました。

C 創作の楽しさ 　

写真だけではなく、音楽からも連想させて物語を作るのが
面白かった。

C 創作の楽しさ 　

自分で自由にストーリーを作成できる点。 C 創作の楽しさ 　
自分の思っていることや他人と異なる意見を自分なりの言
葉で文章にすることが出来る点が面白いと感じました。自
分が考えてもいなかった意見が他の人から出たりするとこ
ういう考えをする人もいるんだなと感じれることが出来る
のでそのような点も面白いと感じました。

C 創作の楽しさ D 発表で他の人の個
性を知ることができ
た

自分の好きな物語を、調べながら英語で書けるのが斬新で
面白いと思った。

C 創作の楽しさ 　

写真や音楽から物語を自分で創造するという点が面白いと
感じた。

C 創作の楽しさ 　

自分で考える面白さがあった。 C 創作の楽しさ 　
自分のストーリーが書けれる点。 C 創作の楽しさ 　
自分が書こうとしている表現をどのように英語にするか考
えるのが楽しかった。

C 創作の楽しさ A 既習知識の活用
や新たな知識の学習

少ない共通の情報から、個性のある話が聞けて面白かった
です。

D 発表で他の人の個性を知るこ
とができた

　

英語で文章を作るのと日本語で文章を作るのが、全然違かっ
た。

E その他 　

英語教育の枠組みの中から特出して面白かった点はなかっ
た。

E その他 　
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　C 創作の楽しさ に関するものは 1 番多く、
10 件のコメントには、「自分で色々考えて書く
のは面白いと思った」、「自分で自由にストー
リーを作成できる」、「自分の好きな物語を調べ
ながら英語で書けるのが斬新で面白い」、など
自分で自由に英文や物語を作りだすことの面白
さを訴えるものが多く見られた。又、「ある程
度のルールに従って書くことでイメージを文字
に起こすことが非常にスムーズになって面白
い」、「写真や音楽から物語を自分で創造すると
いう点が面白い」といったコメントもあった。
更に、D 個性（発表で他の人の個性を知ること
ができた　のカテゴリーに分類できるものとし
て、「少ない共通の情報から、個性のある話が
聞けて面白かった」、「自分では想像しなかった
切り口のものが多く聞けた」という様に、クラ
スメイトの創作物に対しても新しい発見があっ
たことを示す コメントが見られた。

４．２．２　設問3への自由記述回答
　「Creative Writing について難しい、又は
困ったと思った点を教えてください」という問
いに対する自由記述の内容を表２に示してい
る。学生からのコメントを、難しいと感じたポ
イントを元に分類すると、A 言語（語彙、文
構成、表現など）、B 自分の英語力、C 内容や
ストーリーの考案、D 日本語から英語への転換、
そして E その他という 5 つに分けられる。設
問 2 と同様に、主要な分類を分類１に、その他
の適合する分類がある場合は分類 2 に記入し
た。
　表 2 にからも分るように、最も多くの学生が
難しい、困った、と感じていたのは、A 言語（語
彙、文構成、表現など）と関連した点である。
これらは、分類 1 だけで 10 件、分類２の中に
も２件あり、合計 12 件の関連コメントが書か
れていた。「文章の構成や単語を調べながら行っ
たので、時間がかかった」、「思いついた表現を
英語で表すのがむずかしかった」、「その事象を
的確に表す単語を知らずにあいまいな表現に

なってしまう」といった、英文作成プロセスで
の苦労を示す表現が多く見られた。
　B 自分の英語力に関するものは 2 番目に多
く、合計 7 件あったが、そのうち 5 件は A 言
語の問題と共に起こっている。例えば、「文法
や英単語をうまく使う事ができていないように
感じてとても困りました。英語は苦手な方だっ
たので、..... 伝えたい意味に合う英単語を見つ
けるのも大変」というものや、「英語の語彙が
少ないのでその点が苦労した」、「英語が苦手な
ので、文法や単語などを調べるのが大変だっ
た。」などと、自分の英語力不足に伴って英語
の使用に苦戦したことが分るコメントが見られ
た。
　C 内容やストーリーの考案に関する問題も 4
件、指摘されている。「ストーリーを考えるの
が難しかった」、「最後のオチを作るのが難し
かった」、「写真等をどのような流れで上手く物
語上で結びつけられるかを考える点においては
少し難しい」といった記述から、学生は、クリ
エイティブ・ライティング独特の創作性に関す
る問題に直面した様である。また、1 件は、B 
自分の英語力の問題があるため尚更、内容の考
案が難しくなったことを示している。
　D 日本語から英語への転換に関する困難さを
示す記述は分類の１と２を合わせて 4 件あった
が、いづれも、A 言語（語彙、文構成、表現
など）と関連して生じている。ほかに、E その
他に分類されるコメントが 2 件あったが、クリ
エイティブ・ライティング制作過程自体の問題
には当たらない。

４．２．３　設問7への自由記述回答
　最後の設問７は、「上の設問 5，6 での回答の
理由を、簡単に述べてください。また、創作的
なエッセーや、英語ライティングに関して、何
か意見があれば、何でも書いてください」とい
うものである。これには、20 人中 17 人がコメ
ントを記入した。これらについては、設問５（書
き易さ）と設問６（英語力の習得）の回答と深
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表 2. 設問 3. への自由記述回答
Creative Writing について難しい、又は困ったと思った点を教えてください

難しい、または困ったと感じた点 分類１ 分類２
文章の構成や単語を調べながら行ったので、時間がかかっ
た点。

A 言語（語彙、文構成、表現など） 　

やはり文法や英単語をうまく使う事ができていないように
感じて、そこはとても困りました。英語は苦手な方だった
ので、辞書やインターネットで表現の仕方や伝えたい意味
に合う英単語を見つけるのも大変でした。

A 言語（語彙、文構成、表現など） B 自分の英語力

思いついた表現を英語で表すのがむずかしかった A 言語（語彙、文構成、表現など） B 自分の英語力
文法的に合っているか分からなくて、合っているか調べる
のも難しかった。

A 言語（語彙、文構成、表現など） B 自分の英語力

英語の語彙が少ないのでその点が苦労しました。 A 言語（語彙、文構成、表現など） B 自分の英語力
私は英語が苦手なので、文法や単語などを調べるのが大変
だった。また、調べたものがあっているのか分からないこ
とが多々ありそこで困ることが多かった。

A 言語（語彙、文構成、表現など） B 自分の英語力

そのストーリーを英語に変える点。 A 言語（語彙、文構成、表現など） D 日本語から英語へ
の転換

自分が思っていることをどういうふうに聞いている人に伝
えられるかを考えることが一番難しいと感じました。頭の
中では、考えていてもそれをどういう風に英文にするか、
語弊が無いように作るかということを意識して作ることが
難しいと感じました。

A 言語（語彙、文構成、表現など） D 日本語から英語へ
の転換

その事象を的確に表す単語を知らずにあいまいな表現に
なってしまう。

A 言語（語彙、文構成、表現など） 　

英文を考えるのが難しかった。 A 言語（語彙、文構成、表現など） 　
書きたいことがあっても自分の英語力が追い付かなくて書
けないのが難しかったです。

B 自分の英語力

私は「論じるタイプのエッセイ」も、そもそも日本語で考
えることが苦手で、英語化よりむしろ、内容考案が難しかっ
た。

C 内容やストーリーの考案

ストーリーを考えるのが難しかったです。 C 内容やストーリーの考案 　
最後のオチを作るのが難しかった。 C 内容やストーリーの考案 　
写真等をどのような流れで上手く物語上で結びつけられる
かを考える点においては少し難しい部分もあるように感じ
た。

C 内容やストーリーの考案 　

自分で考えた話のため、難しい言い回しを英語に直すのが
難しかった。

D 日本語から英語への転換 A 言語（語彙、文構
成、表現など）

自分の考えているように英語にできているのかわからない
のが難しいところだと感じた。

D 日本語から英語への転換 A 言語（語彙、文構
成、表現など）

ライティング以外に英語で人とコミュニケーションをとら
ないといけない点

E その他 　

特になし ! E その他 　
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く関係する為、設問５と６の回答の組み合わせ
ごとの回答者数とコメント数を示した（表 3 参
照）。クリエイティブ・ライティングは、創作
的エッセーという表現になっている。また、自
由記述によるコメントの内容は、設問５と６の
回答の組み合わせごとに、表４で一覧にしてい
る。
　これらによると、最初の組み合わせのように、
創作的エッセーの方が書き易く、英語力習得に
もつながると考えている人は、全体の半数に当
たる 10 人である。「創作物だと意見が縛られず
自由に書くことができる」、「自分の考えたス
トーリーなので書きやすい」、「創作的なエッ
セーの方が自由度があるし、聞いていて面白い」
といったように自由に創作を楽しむ声が上がっ
ている。また、「自分の考えたストーリーなの
で書きやすいし、単語や文法も頭入ってくるよ
うに感じました」、「自分で創作して書く方が私
は楽しいと感じるため、より積極的に行う事が
出来る」、「より深くまで内容なども理解するこ
とが出来ることや英語の読解力も文章を作る上
で身に付きやすくなると考える」など、楽しい、
面白いと感じることが、英語の学習意欲や知識
の理解・獲得につながった事を示すコメントも
ある。「自分自身、イラストや動画編集など作
る系は好きだからです」と言うコメントが、メ
ディア・情報学系の分野を専攻する学生達の考

えを代表しているようにも思われる。
　2 番目の 創作的エッセーの方が書き易いが、
論じるタイプのエッセーの方が英語力の習得に
つながる の組み合わせを選択したのは 2 人で
ある。「もう少し論述的な文章を書きたいと感
じた」、「自分の書きたいような内容以外を書く
ことになると思うので英語の習得には論じるタ
イプのエッセーが良いと感じた」と言うコメン
トが見られ、論述的な文章書くことの方が英語
習得に役立つと考えている人もいることが示さ
れた。
　3 番目の、論じるタイプのエッセーの方が書
きやすいが、創作的エッセーの方が英語力の習
得につながる という組み合わせは、2 番目に
多い数の 6 人が選んだ。「論じるタイプのエッ
セーは書くべき対象が決まっているので書きや
すいが、創作的な方が自分で自由に最初から書
くので英語の書く力は高まる」、「論じる場合は
特に表現を考えなくていいが、創作的エッセイ
は表現を考える事が出来る為習得につながる」、

「論じるタイプのものはテンプレート通りにや
ると書けるので、英文を作る能力を高めたいな
ら創作的なエッセイのほうがいいと思った」と
いうように、パターンに当てはまらない創作的
エッセーの方が、英語力を高めるのには適して
いるという考えが、見られた。
　最後の 論じるタイプのエッセーの方が書き

表 3　設問 5 と 6 の回答の組み合わせごとの回答者数とコメント数
上の設問 5，設問 6 での回答の理由を、簡単に述べてください

設問5
書き易さ

設問6 
英語力の習得

左の組み合わせを選択し
た人数

左の組み合わせを選択し
た人のコメント数

2 創作的なエッセーの方が書き
やすい

2. 創作的なエッセーの方が英
語力の習得につながる

10 8

2 創作的なエッセーの方が書き
やすい

1. 論じるタイプのエッセーの
方が英語力の習得につながる　 

2 2

1. 論じるタイプのエッセーの
方が書きやすい　 

2. 創作的なエッセーの方が英
語力の習得につながる

6 6

1. 論じるタイプのエッセーの
方が書きやすい

1. 論じるタイプのエッセーの
方が英語力の習得につながる

2 1
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やすく、英語力の習得にもつながる を選択し
たのは2人であった。コメントは1件のみだが、

「初歩的な部分においては、やはりまずは論じ
るタイプの定型文をしっかりとできるように

なってから創作的な部分に手を出す方が良いの
ではないかと考えたから。」という記述があっ
た。

表 4 設問 5 と 6 の回答の組み合わせごとの自由記述コメント

回答組み合わせ コメント
創作的エッセーの方が書き易
く、英語力習得にもつながる

創作物だと意見が縛られず自由に書くことができるから。
論じることもやってみれば楽しいし英語力が身につくのかもしれませんが、創作的
に行うことで、自分の考えたストーリーなので書きやすいし、単語や文法も頭入っ
てくるように感じました。
論じるタイプのエッセイでは、英語力よりも文章力に力を入れてしまい、学習の主
眼が英語ではなくなってしまったから。
創作的なエッセーの方が自由度があるし、聞いていて面白いと思うから。
自分で創作して書く方が私は楽しいと感じるため、より積極的に行う事が出来ると
いう点から両方 2 を選択した。
自分の考えや他人の考えを同意や不賛同だけではなく、より深くまで内容なども理
解することが出来ることや英語の読解力も文章を作る上で身に付きやすくなると考
えるからです。
自由に書ける点。
自分で創作を考える力が身につくと感じた。
自分自身、イラストや動画編集など作る系は好きだからです。

創作的エッセーの方が書き易
いが、論じるタイプのエッセー
の方が英語力の習得につなが
る

もう少し論述的な文章を書きたいと感じた、
自分の書きたいような内容以外を書くことになると思うので英語の習得には論じる
タイプのエッセーが良いと感じた。

論じるタイプのエッセーの方
が書きやすいが、創作的エッ
セーの方が英語力の習得につ
ながる

論じるタイプのエッセーは書くべき対象が決まっているので書きやすいが、創作的
な方が自分で自由に最初から書くので英語の書く力は高まると思いました。
論じる場合は特に表現を考えなくていいが、創作的エッセイは表現を考える事が出
来る為習得につながると考える
創作的なエッセイは表現のレパートリーを増やしたほうがいいと思ったから。論じ
るタイプのものはテンプレート通りにやると書けるので、英文を作る能力を高めた
いなら創作的なエッセイのほうがいいと思った。
物語を作ることの苦労があると思います。しかし、英語力の習得という面ではイメー
ジを文字に起こすことが非常に有効であると考えます。
論じるタイプは、これに関してどうですかなど、何について書くかがある程度決まっ
ているが、創作的なタイプは、一から考えなくてはいけないため。
一から考える分、勉強になると考えたため。
創作だと 0 から 1 を作るのが大変です。しかし、書いている途中で知らない単語や
表現を学びやすいという点では習得に繋がっていると思います。

論じるタイプのエッセーの方
が書きやすく、英語力の習得
にもつながる

初歩的な部分においては、やはりまずは論じるタイプの定型文をしっかりとできる
ようになってから創作的な部分に手を出す方が良いのではないかと考えたから。
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５．まとめと今後の課題点
　本研究は、2021 年春学期末におこなったア
ンケートの結果を元に、学生の英語クリエイ
ティブ・ライティングに関する受け止めや感じ
たことを分析して、メディア・情報学などの分
野を勉強する学生に合う英語ライティング力向
上の方法を探ることを目的としている。
　今回のアンケート結果から、全体の 4 分の 3
に当たる多くの学生が、クリエイティブ・ライ
ティングを経験するのは今回が初めてであるこ
とがわかった。クリエイティブ・ライティング
の面白さを聞く設問では、既習知識の活用や新
たな知識の学習に役立つという意見や、これま
で未経験の事を行う新しさを楽しんだという声
があった。特に、創作の楽しさを語るコメント
は被験者の半数である 10 件あり、今回、自分
でストーリーを考えて自由に書くことで創作の
楽しさを知ったという多くの記述から、メディ
アや情報学関係の学生ならではのクリエイティ
ブな能力や創造することへの意欲が垣間見られ
た。このように、書くことの自由さを喜ぶ声が
ある一方、別の示唆も得た。今回の試みでは、
写真や音楽などを提示し、内容構成にも一定の
条件を付けたのだが、一定の枠組みを設定され
ることで、反って、学生は書き易かったようで
ある。授業の限られた時間の中で、自由なライ
ティングをさせる時には有効なアプローチであ
ると考える。
　クリエイティブ・ライティングの難しさも浮
き彫りになった。半数以上の学生が、言語（語
彙、文構成、表現など）の問題を、創作ライティ
ングの難しさとして挙げている。
　自分自身の英語力の不足も、難しさの大きな
原因と認識されており、この二つの要素は多く
の場合で共起していることが、コメントからわ
かった。内容やストーリーの考案といった、ク
リエイティブ・ライティングならではの困難さ
もあったようである。普段あまり使っていない
思考の分野が、今回、クリエイティブに書くと
いう事を経験する中で発達、活性化するきっか

けになるかもしれない。日本語から英語への転
換に関する困難さも、数人が挙げていた。英語
で書く時は翻訳に頼らずに英語で考えるよう
に、という事が推奨されているが、やはり、学
生は、パラグラフレベル以上の文章では、まず
日本語で考え、それを適切な英語にする、とい
うプロセスを踏むようである。
　クリエイティブ・ライティングの書き易さと
英語習得への貢献についての設問では、それら
に対する見解の組み合わせごとに検証をおこ
なった。概観すると、創作的エッセーの方が書
き易く、英語力習得にもつながる、という意見
が全体の半数を占めた。イラストや動画編集な
ど物を創造することへの興味も示された。また
論じるタイプのエッセーの方が書きやすいが、
創作的エッセーの方が英語力の習得につながる
と考える人が、二番目に多い 30 パーセントほ
どいた。創作的ライティングによって書く楽し
さや面白さを味わうことが、より自主的な英語
学習にもつながったということは、興味深い発
見であった。
　一方で、数は少ないが、論述的なライティン
グをすることの方が英語習得に役立つという考
えも一定数あり、まずは論じるタイプの定型文
の習得をもっと確立させるべきという堅実な意
見も出た。議論的なエッセーの方を面白く思う
という意見も 2 件あった。
　こうした様々な発見から、クリエイティブ・
ライティングを授業でおこなうことのメリット
が多く示唆された一方、本研究には課題もある。
今回が授業として初めての試みであったため、
学生のクリエイティビティを刺激するするため
の素材（写真、音楽など）が、十分に適切であっ
たか、更にいろいろな試行錯誤が必要であろう。
また、パワーポイントスライドの作成も、時間
を取っての指導が必要であるかもしれない。ク
リエイティブ・ライティングの授業や指導とい
う同様の研究テーマにおいて、参考に出来る文
献数が少なかったことも、引き続き探索が求め
られる。
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　英語ライティングは、英語で文を組み立て、
英語で自分の意見を言えるようになるための重
要なステップであり、スピーキングなどの口頭
コミュニケーション力の向上にも寄与する。ラ
イティング自体に興味を持つ学生は少ないかも
しれないが、自分の専攻分野に合致したライ
ティングの内容や指導を与えられることで、学
習者は、英語で書くことの楽しさを体験したり、
学習意欲を増大させたりすることが可能であ
り、クリエイティブ・ライティングはその為の
方法の一つであることが、本研究によって示さ
れた。英語教育の授業や研究にも、クリエイティ
ブ・ライティングがより取り上げられることを
期待する。

注 :
１．�FlipGrid フリップグリッド。オンライン

上またはアプリ上で、短い動画を撮影して
そのサイトに投稿し、教師や学生で共有し
たり、コミュニケーションし合える教育目
的のシステム。多くの語学授業などで使用
され、遠隔授業下で使用が伸びている。

２．�次の原文から本著者が要約して翻訳。
"..human beings universally learn to 
walk and to talk, but that swimming 
and writing are culturally specific, 
learned behaviors.....We learn to write if 
we are members of a literate society, 
and usually only if someone teaches us." 

（Brown, 2002, p.334）
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